
秋田県八峰町

編
集
後
記

　

昨
年
行
政
視
察
で
訪
れ
た
茨
城

県
境
町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
額

を
伸
ば
し
「
話
せ
る
英
語
教
育
」

等
に
よ
り
、
人
口
減
少
を
克
服
し

て
い
た
。
今
年
は
北
海
道
白
糠
町

を
訪
ね
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

白
糠
町
も
ふ
る
さ
と
納
税
に
特
化

し
た
町
で
あ
る
。

　

令
和
５
年
度
の
納
税
額
を
比
較

す
る
と
、
境
町
で
は
99
億
４
千
万

円
、
白
糠
町
で
は
１
６
７
億
８
千

万
円
で
あ
る
。
八
峰
町
で
は
８
千

４
百
万
円
と
そ
の
差
は
歴
然
と
な

っ
て
い
る
。

　

人
口
減
少
に
よ
り
、
各
自
治
体

と
も
に
財
政
難
に
喘
い
で
い
る
。

思
う
よ
う
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
出

来
ず
人
口
減
が
進
む
負
の
連
鎖
で

あ
る
。
こ
れ
を
克
服
す
る
に
は
稼

ぐ
町
に
な
る
し
か
な
い
。
ふ
る
さ

と
納
税
額
を
伸
ば
し
稼
げ
る
八
峰

町
に
な
る
よ
う
、
視
察
の
成
果
を

生
か
し
た
い
。（

記　
笠
原　
吉
範
）
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３名の議員が町の方針を問う

６月
定例会

●
議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
委
員
長
　
山
　
本
　
優
　
人

　
副
委
員
長
　
奈
　
良
　
聡
　
子

　
委
　
　
員
　
笠
　
原
　
吉
　
範

　
委
　
　
員
　
伊
　
藤
　
一
　
八

　
委
　
　
員
　
見
　
上
　
政
　
子

起こす
　　継ぐ
起こす
　　継ぐ

町の産業を担う

　　若手経営者たち
第13回第13回

ないそうです。
　今後の展望を聞くと、「値上がりもすると思うが
品質を落としたくはないし、おいしくないとなれば
お客さんは来なくなる。お客さんにおいしいと思っ
て貰えるパンをこれからもずっと作り続けたい」と
話してくれました。
　取材は平日の午後３時頃にお店に伺いましたが、
商品はほぼ完売していました。休日は午後２時か３
時頃には完売する時もあり、忙しい時はお客さんの
来る人数に対応できるくらいのパンを作れない時も
あるそうです。
　今年の４月に21年目を迎えたボスケット。地元
に戻ってきて奥様が子供の頃に言っていた「パン屋
さんをやりたい」という夢も叶えた龍さんが焼いた
おいしそうなパンの香りが店内に漂っていました。

（取材：伊藤　一八）

  

住　所　〒018－2671
　　　　秋田県山本郡八峰町八森湯の尻23‒8
電　話　０１８５－７７－２８８９
営業時間…9：30～18：00
定休日…月曜日　
公式インスタグラム

白神産地から発見された
　酵母を使ったパン屋さん
白神こだま酵母　ボスケット

パン職人　工藤　　龍 さん
　八森にあるパン屋さん
「ボスケット」の工藤龍
さんにお話を伺ってきま
した。
　パン屋さんを始めたき
っかけは、白神ネイチャ
ー協会会長だった父親が
白神こだま酵母の採取に
立ち会った事と、映画
「白神の夢」で父親が仲
良くなった秋田で白神こ
だま酵母を使ってパンを
作っている方と出会い、「地元にもパン屋さんがあ
ればいいね」と話し合ったのが始まりでした。
　当時は東京の運送屋で働いていましたが、田舎で
子育てしたい思いもあり、「妻に相談したところ、
小さい頃の夢が『パン屋さんをやりたい』だったと
話してくれた」とのことで、本人よりも乗り気にな
って賛成してくれたそうです。
　その後運送屋をやめ、１年間秋田市のパン職人の
元で修業をして2004年４月に開業しました。
　全商品白神こだま酵母を使用しているパンの中で
も、特に龍さんおすすめの商品はクロワッサンで
す。多くのお店は生地を購入して焼いていますが、
ボスケットでは全て手作りで、一般的に生地とマー
ガリン系の油脂を折り込んで作るのを100％バター
を折り込んで作っていて、他店ではなかなか作られ

く どう りゅう

さ
か
い
ま
ち

し
ら
ぬ
か
ち
ょ
う

工藤さんおすすめの

クロワッサン

【白神こだま酵母】
　低温に強く、パン作
りに適した酵母。国産
小麦と相性がよく、ほ
んのり甘いパンになる
のが特徴。

特　集
来年４月の町議会選挙までに知りたい！
知っておきたい議会のこと　２ページへ

藤里学園を視察
学校再編、八峰町は？
（関連記事13ページ）
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知っておきたい議会のこと　～第１回～

特集

議会のしくみ
　　　　　　を説明します
議会のしくみ
　　　　　　を説明します

　八峰町議会は、来年４月に任期満了による議員
選挙を行う予定です。「しっかり考えて投票した
いけど、町議会のことはよく分からない」「今の
八峰町議会のしくみを知りたい」「議員に立候補
したい」と町民のみなさんの思いは様々だと思い
ます。
　そこで今回から、議会についてもっと知っても
らうための連載を開始します。

八峰町では２つの常任委員会で、それぞれの分野を分担して調
査・審査しています。ほかにも特別委員会、議会運営委員会、
広報編集委員会があります。

　町民が八峰町を住みよい町にするためには、みんなで話し合い、その意
見を町長に伝える必要があります。そこで町民の中から代表の人（議員）
を選び、町に関するさまざまなことを話し合うのが八峰町議会です。
　議員は、一人一人が町の予算や条例案に賛成・反対が出来る権限を持っ
ています。町の政治に対し、監視・提案・決定する役割を担っています。
　同じく町民から選挙で選ばれた町長と、相互に相談・抑制・協力しなが
ら、よりよい町づくりをめざします。

ポイント　日本の地方自治制度「二元代表制」とは？
　執行機関の長（町長）と審議などを行う議会議員の両方を、町民がそれぞれ選挙で選ぶ制度のことです。これにより、町
民の代表機関である「町長」と「議会」が別々で対等な立場となり、お互いに間違った方向に行かないように議論を重ねな
がら町づくりに取り組みます。町長と議会の関係は、車の両輪にたとえられます。

１．議会の役割ってなに？

　八峰町では年に４回「定例会」が開かれ、予算や条例などの議案について審議します。（３月、６月、９月、
12月）その他、緊急の審議を行う「臨時会」も必要に応じて行われます。
　３月定例会は新年度が始まる前の議会なので、「予算特別委員会」を設置し、新年度予算を審査します。９
月定例会は町の会計が５月末で出納閉鎖となるので、「決算特別委員会」を設置し昨年度の決算を審査します。
このため、３月と９月の会期は10日間程度となります。６月と12月の会期は３日間程度です。

定例会では、議員が町の取り組みや問題点について質問したり、
提案したりできます。これを「一般質問」といいます。
これに対し、町は今後の進め方や問題解決の考え方を答えます。
一般質問により、町民の代表である議員が町の考え方をチェックし、
町民の思いを行政に反映させることができます。

３．１年間の議会の流れは？

　全国、秋田県の町村議会との比較です。あなたはどう思いますか？（令和６年７月の数字）

４．八峰町の状況は？

２．議員はどんな活動をするの？

町民

選挙

町の取組（事業）、税金の使い道（予算）、
決まり（条例）などの提案

・町の提案の調査・議決
・質問、提言で町民の意見を反映させる

選挙

八峰町の議員の定数
１２人

議員の任期
４年

（現在の議員は、　　　　　
　令和８年４月22日まで）

に げん だいひょうせい

議会 町長

行政サービス

　議員の主な役割は次のとおりです。

①本会議・委員会への出席
・議会（定例会・臨時）への出席
・常任委員会への出席
・特別委員会への出席
・議会全員協議会、議員懇談会への出席
・議員、委員派遣（広域議会や協議会へ）　など

②その他の活動
・議会、議員としての住民対話
・研修会への出席
・議会だよりの編集
・町内行事、団体行事への出席
・請願の相談、受付　　　　など

特定の問題について話し合うため、必要に
応じて設置する委員会です。

特別委員会

常任委員会

議会の進め方などについて話し合います。

議会運営委員会

年４回、議会だよりをつくります。

広報編集委員会

教育産業建設委員会 総務民生委員会

農業委員会、建設課、商工観光
課、農林水産課、教育委員会の
分野を担当。

総務課、防災町民課、財政課、
企画政策課、税務会計課、福祉
保健課、議会事務局の分野を
担当

議案の内容や町政を理解する
ため、議案書の精読・情報収集
などもあります。

全国（町村）

３０代以下 ２．９％
４０代 ８．６％
５０代 １４．７％
６０代 ３４．６％
７０代以上 ３９．３％

最低額　１０万円
最高額　４０万円

1,4７８人（１４％）
※うち議長４４人（4.8％）

令和４年までの４年間において、
全国９２６町村のうち４分の１
を超える２５４町村が無投票。
そのうち３１町村が定員割れ。

３０代以下 ０人
４０代 １１人
５０代 ２０人
６０代 ４７人
７０代以上 ６０人

最低額　１８万６千円
最高額　２５万５千円

１５人（１２％）

３０代以下 ０人
４０代 １人
５０代 ０人
６０代 ４人
７０代以上 ７人

２３万３千円
（合併当初から変更なし）

２人（１７％）

令和８年４月予定

令和４年４月は立候補者が１２
名で無投票となった

年
齢

月
額
報
酬

女
性
議
員

選
挙

秋田県（町村） 八峰町

一般質問
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トダ

定例会定例会６月

スイジェ

賛否が分かれた議案などの採決結果
○：賛成　●：反対　欠：欠席

議
決
結
果

皆
川
鉄
也

山
本
優
人

門
脇
直
樹

須
藤
正
人

見
上
政
子

腰
山
良
悦

菊
地
　
薫

水
木
壽
保

芦
崎
達
美

奈
良
聡
子

伊
藤
一
八

笠
原
吉
範

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 承認

 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ 承認

 ○ ○ ○ ○ 欠 ● ● ● ● ○ ○ 可決

八峰町税条例の一部を改正する
条例制定について（専決処分）

八峰町国民健康保険税条例の一
部を改正する条例制定について
（専決処分）

令和７年度八峰町一般会計補正
予算（第２号）

議案

議員氏名

　
６
月
定
例
会
（
６
月
11
日
〜
13

日
）
で
は
、
条
例
改
正
や
工
事
契

約
な
ど
12
議
案
を
審
議
し
、
す
べ

て
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
５
月
16
日
に
令
和
７
年
第

３
回
臨
時
会
を
開
催
し
、
条
例
改

正
と
補
正
予
算
な
ど
６
議
案
を
審

議
し
、
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

（
令
和
７
年
度
一
般
会
計
）

御
所
の
台
エ
リ
ア
再
構
築
に

賛
否
分
か
れ
る
も
可
決

議
案
の
内
容

○
コ
ロ
ナ
禍
で
変
化
し
た
観
光
・
旅
行
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
御
所
の
台
エ
リ
ア
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
（
＊
）
の
策

定
経
費
１
０
０
万
円
。

○
建
設
中
の
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
費
増
額
に
よ
り
、

町
の
負
担
金
６
９
７
３
万
７
千
円
追
加
。

○
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の

経
営
安
定
化
補
助
金
11
万
３
千
円
。
酒
米
・
加
工
用

米
の
価
格
高
騰
対
策
と
し
て
、
酒
蔵
・
寿
司
加
工
販

売
業
者
に
地
場
産
業
強
化
の
た
め
の
補
助
金
１
０
５

万
円
。

〇
国
の
内
示
に
よ
り
事
業
費
が
増
額
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

町
道
大
沢
大
野
線
道
路
改
良
工
事
に
１
１
９
８
万
５

千
円
、
水
沢
橋
橋
梁
補
修
工
事
に
４
５
０
０
万
円
追

加
。

議
会
か
ら
町
へ（
質
疑
）

　
御
所
の
台
エ
リ
ア
の
構
想
は
ど
う
な
る
の
か

質
問　
御
所
の
台
エ
リ
ア
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
経
費

１
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
風
力
発
電
事

業
な
ど
大
手
業
者
に
よ
る
か
じ
取
り
と
な
る
の
か
。

　
様
々
な
人
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

答
弁　
風
力
発
電
事
業
者
に
よ
る
か
じ
取
り
で
は
な
い
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
多
様
な
人
や
事
業
者
の
協

力
・
意
見
を
も
ら
う
。
今
後
は
、
住
民
代
表
の
参
加

者
を
増
や
す
な
ど
し
、
そ
の
知
見
を
基
に
町
の
将
来

に
向
け
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
す
る
。　

　
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
費
は
今
後
も
増
え
る
の
か

質
問　
昨
年
３
月
に
続
き
、
今
回
ま
た
建
設
費
増
額
の

変
更
契
約
と
な
っ
た
。
完
成
ま
で
に
ま
た
増
額
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
増
額
と
な
っ
た
分
は
国

の
補
助
金
が
出
る
の
か
。

　
来
年
３
月
ま
で
に
完
成
予
定

答
弁　
完
成
ま
で
に
急
激
な
物
価
高
騰
が
無
い
限
り
は

建
設
費
は
変
わ
ら
な
い
と
推
測
す
る
。
増
額
分
は
国

の
補
助
対
象
と
な
る
前
提
で
請
求
す
る
。

　
町
内
事
業
者
の
物
流
に
対
し
強
力
な
支
援
を

質
問　
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
経
営
安
定
化
支
援
事
業

の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
魚
の
卸
業
者
や
、
個
人
経

営
で
ダ
ン
プ
を
や
っ
て
る
人
な
ど
に
と
っ
て
も
、
燃

料
の
高
騰
は
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と

間
口
を
広
げ
て
支
援
で
き
な
い
か
。

　
支
援
が
幅
広
く
行
き
渡
る
よ
う
検
討

答
弁　
国
か
ら
の
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
の
ひ
と
つ

で
あ
り
、
全
体
の
交
付
金
事
業
が
完
了
し
た
時
点
で

事
業
費
が
余
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
物
価
高
騰

に
よ
り
困
っ
て
い
る
町
民
へ
の
支
援
を
検
討
し
た
い
。

条例規則

工　事

補正予算

９件

７件

２件

審
議　
賛
成
６
反
対
４
で
可
決

反
対
討
論

菊
地　
御
所
の
台
エ
リ
ア
再
構
築
の
原
点
は
、
前
町
長

が
ハ
タ
ハ
タ
館
の
赤
字
改
善
の
た
め
に
踏
み
込
ん
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
計
画
期
間
が
令
和
12
年
度
以
降

ま
で
続
く
よ
う
だ
が
、
立
地
や
環
境
を
考
え
身
の
丈

に
あ
っ
た
計
画
に
す
る
べ
き
。

見
上　
風
力
会
社
や
モ
ン
ベ
ル
等
の
企
業
が
御
所
の
台

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
に
参
加
し
、
そ
れ
ら
の
企
業
が

掲
げ
た
こ
と
が
計
画
の
ベ
ー
ス
に
な
る
の
は
町
民
は

納
得
で
き
な
い
。

須
藤　
前
町
長
に
よ
る
御
所
の
台
エ
リ
ア
再
構
築
事
業

だ
が
、
継
続
し
な
い
方
向
に
舵
を
切
る
べ
き
。
具
体

性
が
な
く
、
進
め
て
も
人
が
呼
べ
な
い
の
で
は
な
い

か
。

賛
成
討
論

山
本　
観
光
を
成
り
立
た
せ
る
に
は
外
部
の
意
見
も
必

要
。
資
源
の
無
い
町
と
し
て
、
色
ん
な
取
り
組
み
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

芦
崎　
ポ
ン
ポ
コ
山
エ
リ
ア
に
も
予
算
を
付
け
て
も
ら

い
た
い
考
え
も
あ
る
。
非
常
に
難
し
い
事
業
で
必
ず

成
功
す
る
方
法
は
無
い
。
し
か
し
町
長
の
手
腕
を
期

待
し
て
賛
成
す
る
。

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

一
般
議
案
（
工
事
）

令
和
５
年
豪
雨
災
害
の復

旧
工
事
を
契
約

議
案
の
内
容

○
町
道
泊
沢
線
（
泊
川
左
岸
）
の
復
旧
工
事
で
、
舗
装

面
積
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
25
万
１
９
０
０
円
増

額 一
般
議
案
（
工
事
）

令
和
５
年
豪
雨
災
害
の復

旧
工
事
を
契
約

議
案
の
内
容

○
町
道
泊
沢
線
（
泊
川
左
岸
）
の
復
旧
工
事
で
、
舗
装

面
積
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
25
万
１
９
０
０
円
増

額

○
林
道
水
沢
山
線
の
復
旧
工
事
を
次
の
と
お
り
締
結

　
【
契
約
金
額
】　
５
８
９
６
万
円

　
【
契
約
の
相
手
方
】　
大
森
建
設
株
式
会
社
八
森
本
店

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

令
和
７
年
第
３
回
臨
時
会

一
般
議
案
（
条
例
）

八
峰
町
税
条
例

議
案
の
内
容

○
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
町
の
条
例
も
個
人

住
民
税
、
軽
自
動
車
税
、
町
た
ば
こ
税
な
ど
に
つ
い

て
改
正
。

反
対
討
論

見
上　
国
は
低
所
得
者
の
住
民
税
基
礎
控
除
や
、
大
学

生
の
年
収
の
壁
に
つ
い
て
施
策
を
と
る
べ
き
。

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

国
民
健
康
保
険
税
条
例

議
案
の
内
容

○
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
町
の
条
例
も
課
税

限
度
額
の
上
限
の
引
上
げ
な
ど
に
つ
い
て
改
正
。

反
対
討
論

見
上　
米
価
の
値
上
げ
で
農
家
の
収
入
が
増
え
る
こ
と

に
よ
り
、
限
度
額
増
で
負
担
が
大
き
く
な
る
た
め
、

反
対
す
る
。

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

未来ビジョンとは？
　２月４日に開催されたワークショップ（研
究集会）をベースに、実際に地域で活動して
いる人や事業者がメンバーとなる。
ワークショップやモニターツアーなどを通じ、
御所の台エリアを中心にした八峰町全体のま
ちづくりのビジョンを描くもの。

　２月４日に開催されたワークショップの様
子。町内から商工会、観光協会、地元住民な
どが参加。町外からはモンベルや風力発電事
業関係者がオンライン等で参加した。

過半数の議員が反対した場合、その議案などは否決・不採択となります

御所の台エリア再構築に賛否の討論　賛成６反対４で可決
菊地　前町長がハタハタ館の赤字改善のために踏み込んだのが原点
と認識している。計画期間が令和12年度以降まで続くようだが、
立地や環境を考え身の丈にあった計画にするべき。
見上　風力会社やモンベル等の企業が御所の台未来ビジョン会議に
参加し、それらの企業が掲げたことが計画のベースになるのは町
民は納得できない。

芦崎　難しい事業であるが、町長の手腕を期待し賛成。

須藤　前町長による御所の台エリア再構築事業だが、継続しない方
向に舵を切るべき。具体性がなく、進めても人が呼べないのでは
ないか。

山本　観光を成り立たせるには外部の意見も必要。資源の無い町と
して、色んな取り組みをしなければいけない。

反
対
討
論

賛
成
討
論 ６月定例会では、御所の台エリア再構築について様々な意見が出された。
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町政を質す！！
ただ

3

導
入
す
る
べ
き
だ
。

宿
泊
と
観
光
、

体
験
を
セ
ッ

ト
に
し
た
旅
行
商
品
が
な

い
こ
と
や
、
複
数
の
観
光

ポ
イ
ン
ト
を
効
率
的
に
周

る
移
動
手
段
が
少
な
い
こ

と
も
あ
り
、
通
過
型
観
光

か
ら
収
益
性
の
高
い
滞
在

型
観
光
へ
の
移
行
が
進
ん

で
い
な
い
。
多
様
な
関
係

者
と
連
携
し
な
が
ら
、
白

神
の
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
を

生
か
し
た
「
選
ば
れ
る
商

品
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
。

　
今
後
、
既
存
観
光
資
源

の
磨
き
上
げ
や
歴
史
・
文

化
的
価
値
の
再
確
認
を
行

3人の議員が一般質問

ここが聞
きたい

　６月定例会では３人の議員が町政について質問しました。

ｐ 7　山本　優人　議員
１　新規起業家支援について

２　稼ぐ観光（ニューツーリズム）導
　入について

ｐ 9　見上　政子　議員
１　投票所減少は投票率低下に繋がる

２　学校給食費無償化とエアコン購入支
　援

３　風力発電の事故防止対策

ｐ 8　奈良　聡子　議員
１　風力発電事業者の安全対策等につい
　て

２　防災力の向上及び防災訓練について

フットパスとジオパーク観光を組み合わせられないか

町
を
活
性
化

す
る
に
は
、

若
者
の
定
着
も
含
め
た
起

業
家
支
援
の
推
進
が
必
要
。

開
業
資
金
な
ど
の
優
遇
策

を
地
元
の
金
融
機
関
と
連

携
し
て
、
新
た
な
支
援
策

や
資
金
を
創
設
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
新
規
起
業
家
を
募
集
し
、

魅
力
あ
る
政
策
に
取
り
組

む
考
え
は
。

商
工
会
で
は

学
生
と
企
業

が
一
緒
に
課
題
解
決
に
取

り
組
む
「
事
業
参
加
型
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
」

に
着
手
し
て
お
り
、
顧
客

の
満
足
度
向
上
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
業
務

を
行
っ
て
い
る
。

　
町
内
事
業
者
は
家
族
・

親
族
経
営
の
小
規
模
な
経

営
形
態
で
あ
る
ほ
か
、
コ

ン
ビ
ニ
の
利
用
者
数
の
増山本　優人　議員

山
本

町
長

新
規
起
業
家
の
募
集
を

町
長
　
起
業
型
協
力
隊

　
　
　
　
　
　
　
制
度
を
活
用

人
口
が
減
り

続
け
て
い
る

町
内
産
業
は
、
消
費
額
が

減
少
し
て
お
り
商
店
の
廃

業
が
生
じ
て
い
る
。
減
っ

た
人
口
分
の
消
費
額
を
補

う
た
め
に
は
、
観
光
に
力

を
入
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
特
化

し
た
観
光
の
推
進
や
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
で
の
町
内
周

遊
観
光
や
フ
ッ
ト
パ
ス
で

の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
拠
点
間

を
散
歩
す
る
観
光
な
ど
、

観
光
消
費
額
を
増
や
す
手

段
と
し
て
サ
イ
ク
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
（
自
転
車
を
使
っ

た
観
光
）
と
、
フ
ッ
ト
パ

ス
（
歩
く
町
中
観
光
）
を

山
本

町
長

観
光
消
費
額
の
増
加
を

町
長
　
新
た
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
む

う
と
と
も
に
、
「
地
域
主

体
の
取
組
強
化
事
業
」
を

通
じ
、
御
所
の
台
エ
リ
ア

の
高
付
加
価
値
観
光
に
取

やまもと ゆう と

一般質問とは？

町政を質す！！
一 般
質 問ただ

　町のさまざまな課題について、議員が住民の声や自身の考えを
元に、提案も含めて町の方針を問うものです。

掲載している内容は、広報編集委員会で要約・校正したものです。全文が
掲載された議事録はホームページでご覧いただけます。
６月定例会の会議録については作成中です。完成後すぐに掲載いたします。

一 般 質 問

加
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
、
後
継
者
不
足
等
も
あ

り
、
各
種
支
援
制
度
の
効

果
は
限
定
的
。
今
後
県
や

商
工
会
等
の
関
係
機
関
と

連
携
し
、
新
規
事
業
や
起

業
に
取
り
組
む
若
者
や
事

業
者
を
支
援
す
る
ほ
か
、

「
起
業
型
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」
制
度
の
活
用
や
新

規
起
業
家
等
の
募
集
等
に

取
組
む
。

り
組
ん
で
い
く
中
で
、「
サ

イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」や

「
フ
ッ
ト
パ
ス
」
の
導
入

を
検
討
し
た
い
。

→
議
事
録
は
こ
ち
ら
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投
票
率
向
上

の
鍵
は
、
交

通
弱
者
の
高
齢
者
に
投
票

機
会
を
保
障
す
る
こ
と
で

あ
る
。
投
票
所
が
８
ヶ
所

か
ら
３
ヶ
所
に
減
少
す
る

こ
と
で
投
票
率
の
低
下
を

招
く
こ
と
に
な
る
。

　
既
存
の
地
域
に
期
日
前

投
票
所
を
期
間
限
定
で
設

置
し
な
い
か
。

期
日
前
投
票

所
を
増
や
す

と
多
く
の
立
会
人
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
り
、
実
施

は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
フ
ァ
ガ
ス
と
峰
栄
館
に

期
日
前
投
票
所
を
設
置
し
、

選
挙
管
理
委
員
会
へ
電
話

す
る
と
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
が
送
迎
す
る
予
約
体
制

を
と
る
。

見上　政子　議員

見
上 投

票
所
減
少
は

　
投
票
率
低
下
に
繋
が
る

町
長
　
移
動
支
援
で

　
　
　
低
下
な
い
よ
う
努
め
る

給
食
費
無
償
化
と

　
エ
ア
コ
ン
購
入
支
援
を

町
長
　
大
事
な
意
見
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
受
け
止
め
る

風
力
発
電
の

　
　
　
事
故
防
止
対
策
は

町
長
　
徹
底
し
た

　
　
　
　
安
全
対
策
を
講
じ
る

ス
を
運
行
し
、
投
票
率
が

低
下
し
な
い
よ
う
努
め
る
。

　
当
日
投
票
所
は
役
場
庁

舎
を
含
め
３
か
所
と
な
り
、

今
ま
で
通
り
移
動
支
援
バ

み かみ まさ こ

き
た
。
今
後
は
関
係
自
治

会
や
教
育
委
員
会
と
連
携

し
、
積
極
的
な
参
加
を
促

し
て
い
く
。

モ
ン
ベ
ル
社

と
の
タ
イ
ア

ッ
プ
に
よ
る
町
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
防
災
グ
ッ
ズ
の
企
画

販
売
で
、
防
災
に
対
す
る

ハ
ー
ド
ル
が
下
が
り
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に

す
る
こ
と
も
可
能
で
は
。

　

非
常
に
い
い

ア
イ
デ
ィ
ア

だ
。
コ
ス
ト
等
幅
広
に
検

討
し
、
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

町内に１機ある、羽根が落下したものと同機種の風車

５
月
に
秋
田

市
で
風
車
の

ブ
レ
ー
ド
破
損
落
下
に
よ

る
と
思
わ
れ
る
痛
ま
し
い

事
故
が
発
生
し
、
風
車
の

安
全
性
が
全
く
確
保
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
露

呈
し
た
。

　
町
は
こ
れ
を
受
け
、
町

内
で
風
力
発
電
を
稼
働
し

て
い
る
10
社
に
対
し
点
検

の
頻
度
等
に
つ
い
て
質
問

し
た
。
回
答
内
容
を
公
表

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
民
の
安
全・

安
心
に
繋
が

る
も
の
と
考
え
、
点
検
結

果
を
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
た
い
。

風
車
設
置
場

所
へ
の
立
入

規
制
を
検
討
す
る
考
え
は
。

奈良　聡子　議員

奈
良

町
長

奈
良

町
長

風
車
と
生
活
圏
離
す
べ
き

町
長
　
県
の
検
討
会
等
で

　
　
　
　
　
　
話
題
に
し
た
い

住
民
の
防
災

意
識
の
高
ま

り
を
個
々
の
防
災
力
に
繋

げ
る
に
は
何
が
必
要
か
。

防
災
士
の
資
格
取
得
者
を

増
や
す
考
え
は
。

　

ま
た
、
防
災
訓
練
に

小
・
中
・
高
生
な
ど
広
い

世
代
が
参
加
し
や
す
い
工

夫
が
必
要
で
は
な
い
か
。

自
助
の
た
め

の
基
礎
知
識

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
大

切
。
発
災
時
の
避
難
行
動

を
広
く
周
知
し
て
い
く
。

防
災
士
の
増
員
は
必
要
で

あ
り
、
チ
ラ
シ
や
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
て
防
災
士
養
成

事
業
の
参
加
者
を
募
集
す

る
。
　
防
災
訓
練
に
つ
い
て
は
、

日
本
海
中
部
地
震
発
生
日

周
辺
の
日
曜
早
朝
に
実
施

し
、
幅
広
い
世
代
が
参
加

し
や
す
い
よ
う
配
慮
し
て

奈
良

奈
良

町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

　
　
　
　
防
災
グ
ッ
ズ
を

町
長
　
実
現
に
向
け
取
り
組
む

か
け
た
い
。

今
後
は
陸
上

風
力
発
電
の

設
置
計
画
が
分
か
っ
た
段

階
で
、
生
活
圏
か
ら
な
る

べ
く
離
す
よ
う
申
し
入
れ

を
す
る
こ
と
が
必
要
。

来
月
開
催
の

県
と
設
置
自

治
体
に
よ
る
検
討
会
等
で
、

風
車
と
住
家
と
の
距
離
を

話
題
に
し
た
い
。

現
時
点
で
は
町
に
法
的
権

限
が
な
く
、
立
入
規
制
で

き
な
い
と
考
え
る
。

事
故
を
契
機

に
事
業
者
に

厳
格
な
点
検
を
求
め
て
ほ

し
い
。

点
検
に
対
し

て
意
見
が
言

え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
、

県
等
と
連
携
し
国
に
働
き

な ら さと こ

一 般 質 問

町
長

峰栄館に設置された期日前投票所

国
の
令
和
６

年
度
予
算
で

措
置
さ
れ
た
物
価
高
騰
対

応
重
点
支
援
交
付
金
が
推

奨
メ
ニ
ュ
ー
の
事
業
に
活

用
さ
れ
た
が
、
配
分
さ
れ

た
交
付
金
は
使
え
る
残
高

が
ま
だ
あ
る
の
で
は
な
い

商
工
観
光
課
長

町
長

奈
良

町
長

奈
良

町
長

か
。
学
校
給
食
費
の
無
償

化
と
低
所
得
者
の
高
齢
者

世
帯
・
一
人
暮
ら
し
世
帯

に
交
付
金
を
活
用
し
た
エ

ア
コ
ン
設
置
の
支
援
を
考

え
な
い
か
。

交
付
金
の
事

業
は
現
時
点

で
未
精
算
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
新
た
な
事
業
は
ま
だ

提
案
で
き
な
い
。
省
エ
ネ

家
電
製
品
購
入
の
支
援
事

業
は
県
が
実
施
し
て
い
る
。

学
校
給
食
費
は
既
に
半
額

免
除
を
実
施
し
て
い
る
が
、

大
事
な
意
見
と
し
て
受
け

止
め
る
。

見
上

町
長

秋
田
市
で
風

力
発
電
機
の

羽
根
が
落
下
し
た
事
故
機

と
同
じ
機
種
が
当
町
に
１

基
あ
る
。

　
岩
手
県
で
は
同
機
種
の

風
力
発
電
12
基
が
停
止
し

た
。
稼
働
停
止
を
求
め
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に「
事
故

機
は
稼
働
停
止
」と
い
う

一
文
を
書
き
加
え
な
い
か
。

環
境
省
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

が
必
要
な
大
型
機
種
は
、

年
１
度
の
安
全
点
検
を
報

告
す
る
義
務
を
課
す
と
い

う
条
例
の
制
定
を
考
え
な

い
か
。

事
業
者
に
稼

働
を
停
止
さ

せ
る
法
的
権
限
は
町
に
な

い
。
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
県
が

主
催
す
る
「
陸
上
風
力
発

電
設
備
に
か
か
る
安
全
対

策
会
議
」
を
踏
ま
え
て
検

討
す
る
。
国
へ
安
全
基
準

や
点
検
方
法
に
つ
い
て
見

直
し
を
働
き
か
け
る

町
長

見
上
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「
御
所
の
台
エ
リ
ア
再
構
築
基
本
構
想
」
を
元
に
事
業

展
開
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、「
地
域
と
の
合
意
形
成
」「
財

源
確
保
」
の
問
題
の
ほ
か
、
手
を
挙
げ
て
く
れ
る
民
間

事
業
者
も
現
れ
な
か
っ
た
。
実
現
的
・
具
体
的
な
計
画

＝
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
多
様
な
関
係

者
と
連
携
し
つ
つ
、
実
際
に
地
域
で
活
動
し
て
い
る
人

か
ら
も
参
加
し
て
も
ら
い
、
御
所
の
台
エ
リ
ア
を
中
心

と
し
た
八
峰
町
全
体
の
ま
ち
作
り
が
推
進
さ
れ
る
よ
う

な
内
容
と
し
た
い
。

問　
御
所
の
台
エ
リ
ア
再
構
築
は
前
森
田
町
長
の
時
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
。
本
当
に
必
要
な
事
業
か
、

今
一
度
、
議
論
も
必
要
な
の
で
は
。

答　
就
任
前
か
ら
の
事
業
で
は
あ
る
が
、
御
所
の
台
は

観
光
振
興
を
進
め
る
上
で
重
要
な
場
所
で
あ
り
、
北

東
北
を
代
表
す
る
観
光
地
に
し
た
い
と
い
う
思
い
は

変
わ
ら
な
い
。

問　
即
急
に
ハ
タ
ハ
タ
館
の
経
営
改
善
に
つ
な
げ
る
た

め
、
ま
ず
は
道
の
駅
の
移
転
を
優
先
し
て
は
。

答　
た
だ
道
の
駅
を
移
転
し
て
も
活
性
化
は
難
し
い
。

計
画
の
段
階
で
し
っ
か
り
煮
詰
め
て
か
ら
移
転
し
た

い
。

問　
隣
町
の
旧
岩
崎
村
、
深
浦
町
で
も
リ
ゾ
ー
ト
宿
泊

施
設
が
あ
っ
た
が
閉
館
し
た
。
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
、

し
っ
か
り
検
討
す
べ
き
。

答　
隣
町
の
施
設
の
閉
館
は
把
握
し
て
い
る
が
、
一
方

で
十
二
湖
に
は
年
間
１
０
０
万
人
の
観
光
客
が
来
て

い
る
。
そ
の
一
部
で
も
八
峰
町
に
来
て
も
ら
え
れ
ば

勝
機
は
あ
る
。
失
敗
の
無
い
よ
う
に
に
取
り
組
み
た

い
。

質
問
１　
７
〜
８
月
の
潜
り
漁
は
可
能
か
。

回
答
１　
漁
協
・
漁
業
者
と
調
整
し
進
め
る
。

質
問
２　
根
固
及
び
被
覆
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
ナ
マ
コ
の
良

い
漁
場
だ
が
水
深
は
。

回
答
２　
根
固
ブ
ロ
ッ
ク
で
４
ｍ
程
、
被
覆
ブ
ロ
ッ
ク

で
５
ｍ
程
の
深
さ
。

質
問
３　
既
存
防
波
堤
と
高
さ
は
ど
う
な
る
か
。

回
答
３　
既
存
よ
り
天
端
高
で
１
・
９
ｍ
高
く
な
る
。

質
問
４　
静
穏
域
側
に
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
は
。

回
答
４　
既
存
防
波
堤
と
同
じ
よ
う
に
外
海
へ
の
設
置

で
あ
る
。

問　
海
が
時
化
る
と
防
波
堤
を
高
波
が
超
え
て
く
る
が
、

静
穏
域
は
保
た
れ
る
の
か
。

答　
県
の
説
明
で
は
、
漁
港
内
へ
の
高
波
が
約
９
ｍ
か

ら
工
事
に
よ
り
２
〜
３
ｍ
と
な
る
た
め
、
静
穏
域
は

保
た
れ
る
と
評
価
す
る
。

問　
総
事
業
費
約
44
億
円
の
内
、
町
の
負
担
は
。

答　
５
％
の
負
担
と
な
る
。

問　
令
和
14
年
ま
で
の
工
期
と
な
っ
て
い
る
が
、
物
価

や
人
件
費
の
上
昇
の
影
響
が
あ
る
の
で
は
。

答　
指
摘
の
と
お
り
、
事
業
費
が
膨
ら
む
可
能
性
は
あ

る
が
、
養
殖
事
業
拡
大
の
た
め
事
業
の
実
施
を
要
望

し
た
い
。

議会全員協議会から町から議員へ
事業説明

　４月22日、５月3０日に開催され、３件の協議と６
件の報告を受けました。今回は協議１件、報告２件を
ピックアップして掲載します。

町が新しい条例や制度、重要な施策を定める時、議会
（本会議）に提出する前に議員全員に事前説明し、意
見を求めるときなどに開催されます。

用語説明　議会全員協議会

【
協
議
①
】

　
御
所
の
台
エ
リ
ア
再
構
築
、

　
　
新
た
な
計
画
を

　
　
　
　
　
　
　
策
定
予
定

【
協
議
①
】

　
御
所
の
台
エ
リ
ア
再
構
築
、

　
　
新
た
な
計
画
を

　
　
　
　
　
　
　
策
定
予
定

町
か
ら
の
説
明

【
報
告
①
】

　
町
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

　
　
　
　
　
　
機
能
を
拡
充

【
報
告
①
】

　
町
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

　
　
　
　
　
　
機
能
を
拡
充

町
か
ら
の
説
明

【
報
告
②
】

　
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
よ
り

　
　
　
小
中
学
生
の

　
　
　
　
　
英
語
教
育
強
化

【
報
告
②
】

　
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
よ
り

　
　
　
小
中
学
生
の

　
　
　
　
　
英
語
教
育
強
化

町
か
ら
の
説
明

議
員
か
ら
町
へ
（
質
疑
・
意
見
）

議
員
か
ら
町
へ
（
質
疑
・
意
見
）

議
員
か
ら
町
へ
（
質
疑
・
意
見
）

　
「
御
所
の
台
エ
リ
ア
再
構
築
構
想
」を
元

に
事
業
展
開
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、「
地

域
と
の
合
意
形
成
」「
財
源
確
保
」
の
問

題
の
ほ
か
、
手
を
挙
げ
て
く
れ
る
民
間
事

業
者
も
現
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
実
現

的
・
具
体
的
な
計
画
＝
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
が

必
要
と
な
っ
た
。

　
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

多
様
な
関
係
者
と
連
携
し
つ
つ
、
実
際
に

地
域
で
活
動
し
て
い
る
人
か
ら
も
参
加
し

て
も
ら
い
、
御
所
の
台
エ
リ
ア
を
中
心
と

し
た
八
峰
町
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
が
推
進

さ
れ
る
よ
う
な
内
容
と
し
た
い
。

問　
御
所
の
台
エ
リ
ア
再
構
築
は
前
森
田

町
長
の
時
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
事

業
。
本
当
に
必
要
な
事
業
か
、
今
一

度
、
議
論
も
必
要
な
の
で
は
。

答　
就
任
前
か
ら
の
事
業
で
は
あ
る
が
、

御
所
の
台
エ
リ
ア
は
町
の
観
光
振
興

を
進
め
る
上
で
重
要
な
場
所
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
計
画
の
策
定
に
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

問　
ハ
タ
ハ
タ
館
の
経
営
改
善
に
つ
な
げ

る
た
め
、
早
急
に
道
の
駅
の
移
転
を

優
先
す
べ
き
。

答　
単
純
に
道
の
駅
を
移
転
し
て
も
活
性

化
に
つ
な
が
る
か
は
疑
問
。
計
画
を

し
っ
か
り
策
定
し
た
上
で
移
転
等
を

進
め
て
い
き
た
い
。

問　
隣
町
の
旧
岩
崎
村
、
深
浦
町
で
も
リ

ゾ
ー
ト
宿
泊
施
設
が
あ
っ
た
が
閉
館

し
た
。
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
、
し
っ

か
り
そ
の
要
因
を
検
討
す
べ
き
。

答　
隣
町
の
施
設
の
閉
館
は
把
握
し
て
お

り
、
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
う
し
た
要
因
を
踏
ま
え
進
め
て
い

き
た
い
。

　

議
員
の
中
で
も
意
見
は
様
々
で
、

「
計
画
を
一
度
白
紙
に
し
て
は
ど
う

か
」
「
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
じ
っ

く
り
取
り
組
ん
だ
方
が
い
い
」

「
元
々
は
運
営
の
厳
し
い
ハ
タ
ハ
タ

館
の
た
め
の
道
の
駅
移
転
で
あ
り
、

ま
ず
は
早
急
に
移
転
す
べ
き
」
「
身

の
丈
に
合
っ
た
規
模
に
す
る
べ
き
」

な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　
現
在
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、
一
方
的
な

情
報
発
信
の
み
だ
が
、
も
っ
と
便
利
で
充

実
し
た
機
能
を
追
加
す
る
。

【
追
加
予
定
の
機
能
】

①
自
分
が
欲
し
い
情
報
に
絞
っ
て
受
信
で

き
る
セ
グ
メ
ン
ト
機
能

②
災
害
発
生
時
の
情
報
発
信
・
避
難
所
誘

導
③
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
へ
の
問
合
せ
に
チ
ャ
ッ
ト

　
ボ
ッ
ト
で
自
動
応
答
す
る
機
能

④
申
請
・
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能

⑤
道
路
の
破
損
等
を
住
民
が
通
報
で
き
る

機
能

問　
機
能
が
充
実
す
る
の
は
い
い
が
、
町

か
ら
の
情
報
発
信
が
無
け
れ
ば
意
味

が
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
課
で
、
情
報

発
信
の
能
力
を
高
め
て
ほ
し
い
。

答　
現
在
は
企
画
政
策
課
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

発
信
を
し
て
い
る
が
、
機
能
拡
充
す

る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
ご
と
に

情
報
発
信
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
築

く
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

意
見　
役
場
に
目
安
箱
を
作
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
声
も
あ
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
声

を
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　
小
学
校
５
・
６
年
生
と
中
学
生
を
対
象

に
、
Ａ
Ｉ
対
話
型
英
会
話
ア
プ
リ
を
導
入
。

　
現
在
使
用
し
て
い
る
教
科
書
に
準
拠
し

た
英
会
話
ア
プ
リ
と
し
て
授
業
や
家
庭
学

習
等
で
活
用
す
る
。

　
Ａ
Ｉ
を
相
手
に
教
科
書
に
沿
っ
た
対
話

を
す
る
こ
と
が
可
能
。
さ
ら
に
英
会
話
の

判
定
や
、
ど
の
く
ら
い
上
達
し
た
か
測
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
文
部
科
学
省
が
実
施
す
る
事
業
で
、
全

国
46
カ
所
で
実
施
。
町
村
で
行
う
の
は
八

峰
町
を
含
め
５
カ
所
。

問　
学
校
の
先
生
に
負
担
が
か
か
ら
な
い

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
全
国
で
も
実

施
箇
所
が
少
な
い
の
で
、
視
察
の
申

込
み
が
沢
山
来
て
現
場
が
対
応
に
苦

慮
す
る
の
で
は
。

答　
で
き
る
だ
け
学
校
に

負
担
が
か
か
ら
な
い

よ
う
に
、
文
部
科
学

省
へ
の
報
告
も
教
育

委
員
会
が
行
う
。

　
　
　
　

「
子
育
て
情
報
」
や
「
災
害
情
報
」
な
ど
、

自
分
の
知
り
た
い
情
報
を
選
べ
ま
す
。

「
乾
電
池
は
ど
う
や
っ
て
捨
て
る
の
？
」

「
引
っ
越
し
で
必
要
な
手
続
き
は
？
」
な
ど

の
文
章
に
自
動
回
答
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

御所の台公園活用意見交換会
３月定例会で「赤字決算の続いているハタハタ館を道の駅としてはどうか」
と議員から一般質問。森田町長（当時）は「実現できればメリットも大きく、
関係機関と協議する」と回答
「道の駅はちもり」移転に向けた懇談会を開催
10月　国際航業（株）に、御所の台エリア再構築構想の策定業務を依頼。
11月　森田町長病気療養により町長辞任。
12月定例会で「道の駅移転予算を新年度の予算で見るのは早すぎるのでは」
と議員から一般質問。日沼副町長（当時）は「道の駅は移転を第一に考えて
いる」と回答。
１月　堀内町長就任。
２月　国際航業（株）による再構築構想に対し、再提出を依頼。契約期間を令
和５年３月までのところを、６月末に変更。
６月　国際航業（株）の企画案・イメージ図を全員協議会で議員に報告。
12月　（株）モンベルとアウトドア活動等の促進を通した地域の活性化と、町
民生活の質の向上を目的とした包括協定を締結。御所の台エリア再構築にも
参加してもらう。
５月　「洋上風力発電を契機とした秋田の未来づくり会議」の場において、
町長から「観光の再開発等に精通した専門家を紹介してもらいたい」と参加
者に発信。
９月定例会で「御所の台エリア再構築構想の具体的な動きは」と議員から一
般質問。堀内町長は「重要となるタイアップ企業への情報共有を最優先で行
っている」と回答。
10月　まちづくりの専門家として、（株）チームネット甲斐氏の紹介を受け
る。
２月　甲斐氏も含めた、地元の町民・地元関係者、町外の協力事業者等によ
るワークショップを開催。

御所の台エリアを中心にした町全体のまちづくりが推進されるような、実効
性・実現性のある「未来ビジョン（計画）」を策定。
未来ビジョン第１期計画期間（早期に取り組むもの）
未来ビジョン第２期計画期間（必要性はあるが検討の余地があるもの）

御
所
の
台
エ
リ
ア
再
構
築
の
経
緯

今
後
の
計
画

令和元年

令和２年

令和３年

令和４年

令和５年

令和６年

令和７年

令和７年～８年

令和９年～11年
令和12年～
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意
見
１

観
光
振
興
に
つ
い
て

　
世
界
遺
産
白
神
山
地
と

い
う
観
光
資
源
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
観
光
に

結
び
付
い
て
い
な
い
。
他

の
自
治
体
に
比
べ
メ
ニ
ュ

ー
や
Ｐ
Ｒ
不
足
は
否
め
な

い
。

　
観
光
関
連
団
体
等
と
協

議
し
な
が
ら
、
今
あ
る
資

源
を
十
分
に
活
用
し
た
観

光
促
進
を
求
め
る
。

回
答

　
白
神
山
地
は
、
青
森
県

と
秋
田
県
で
異
な
る
入
山

規
制
や
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
違
い
も
あ
り
、
秋
田
県

側
で
観
光
資
源
と
し
て
の

利
活
用
に
お
い
て
ハ
ン
デ

と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、

両
県
の
白
神
山
地
周
辺
の

８
自
治
体
が
環
白
神
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会

を
立
ち
上
げ
、
観
光
と
保

全
の
両
立
を
図
り
な
が
ら

地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で

き
た
。

　
新
た
に
北
秋
田
市
も
メ

ン
バ
ー
と
な
り
、
今
後
は

世
界
文
化
遺
産
北
海
道
・

北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群
で

あ
る
「
伊
勢
堂
岱
遺
跡
」

と
連
携
し
た
、
世
界
遺
産

を
巡
る
広
域
観
光
ル
ー
ト

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の

魅
力
発
信
に
取
り
組
む
。

　
さ
ら
に
、
開
催
中
の
大

阪
・
関
西
万
博
に
、
国
内

の
世
界
自
然
遺
産
地
域
が

参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
当
町
も
白
神
山
地

の
麓
の
町
と
し
て
Ｐ
Ｒ
を

行
う
。

　
二
ツ
森
登
山
口
ル
ー
ト

は
、
豪
雨
災
害
の
影
響
で

来
年
度
以
降
の
全
面
開
通

を
待
つ
状
況
だ
が
、
今
あ

る
観
光
資
源
の
有
効
活
用

を
地
元
観
光
事
業
者
等
か

ら
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
り
、

情
報
発
信
に
取
り
組
む
。

　
も
う
一
つ
の
目
玉
で
あ

る
留
山
は
、
ブ
ナ
の
森
散

策
が
体
験
で
き
、
ア
ク
セ

ス
条
件
も
よ
く
木
道
が
整

備
さ
れ
て
い
て
、
幅
広
い

年
齢
層
が
気
軽
に
利
用
で

き
る
こ
と
が
最
大
の
メ
リ

ッ
ト
と
で
あ
る
。
来
年
ま

で
散
策
路
を
改
修
し
、

様
々
な
媒
体
を
活
用
し
Ｐ

Ｒ
強
化
に
努
め
る
。

意
見
２

遊
休
施
設
に
つ
い
て

　
公
共
施
設
の
解
体
費
が

物
価
高
騰
な
ど
か
ら
多
額

後
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

譲
渡
に
結
び
つ
く
可
能
性

が
あ
る
施
設
に
限
定
し
て

公
募
を
行
い
、
そ
れ
以
外

は
原
則
と
し
て
早
期
に
解

体
す
る
こ
と
で
費
用
の
節

減
に
努
め
る
。

意
見
３

産
直
施
設
に
つ
い
て

　「
産
直
ぶ
り
こ
」に
つ

い
て
は
、
会
員
の
減
少
等

に
よ
り
本
年
３
月
以
降
、

週
３
日
の
営
業
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、「
は
ち
も

り
観
光
市
」
も
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
、
後
継
者
不

足
な
ど
に
よ
る
営
業
継
続

に
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

　
産
直
施
設
は
観
光
振
興

を
図
る
上
で
も
重
要
な
施

設
で
あ
り
、「
お
ら
ほ
の

館
」を
含
め
将
来
に
向
け

た
検
討
を
行
う
こ
と
。

回
答

　「
産
直
ぶ
り
こ
」は
、

平
成
17
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
が
、
会
員
の
高
齢

化
や
業
者
の
撤
退
な
ど
に

よ
り
、
近
年
は
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。

　
本
年
３
月
か
ら
、
よ
り

集
客
が
見
込
め
経
費
の
節

減
に
繋
が
る
「
土
日
及
び

の
費
用
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
在
学
校
統
合
に
向
け

た
検
討
が
行
わ
れ
て
お
り
、

使
用
中
の
施
設
も
遊
休
施

設
と
な
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
施

設
に
つ
い
て
は
、
使
用
し

な
く
な
っ
て
か
ら
で
は
な

く
、
早
い
段
階
で
施
設
の

利
活
用
に
つ
い
て
検
討
や

周
知
を
行
い
、
適
正
管
理

に
努
め
る
こ
と
。

回
答

　
遊
休
施
設
は
、
維
持
管

理
費
節
減
の
観
点
か
ら
、

民
間
事
業
者
等
へ
の
貸
付

け
や
譲
渡
を
進
め
て
き
た
。

　
学
校
等
の
大
規
模
施
設

は
、
部
分
利
用
が
多
く
譲

渡
に
結
び
つ
か
ず
、
老
朽

化
が
進
み
最
終
的
に
解
体

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

　
解
体
費
用
が
急
騰
し
て

い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
今

適切な予算執行に向けて適切な予算執行に向けて
　３月議会で予算特別委員会から町に提出した付帯意見に対し、町当局から回答が届きました。要約して
ご紹介します。（※回答は令和７年５月23日現在のもの）

月
曜
日
」
の
営
業
と
し
、

正
・
準
組
合
員
23
名
が
、

地
物
野
菜
や
魚
、
漬
物
等

の
販
売
を
行
い
収
益
の
改

善
に
努
め
て
い
る
。
町
と

し
て
も
、
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

の
修
理
や
設
備
点
検
費
用

な
ど
の
支
援
を
行
い
、
組

合
と
連
携
し
な
が
ら
、

様
々
な
取
組
を
進
め
集
客

に
繋
げ
る
。

　「
は
ち
も
り
観
光
市
」

は
、
施
設
の
老
朽
化
や
従

事
者
の
高
齢
化
は
あ
る
も

の
の
、
会
員
が
鮮
魚
、
野

菜
や
飲
食
な
ど
の
提
供
を

行
い
、
地
域
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
る
。

　
町
と
し
て
も
、
空
調
設

備
の
更
新
な
ど
様
々
な
支

援
を
行
い
な
が
ら
、
施
設

の
存
続
を
図
っ
て
い
る
。

　「
お
ら
ほ
の
館
」
は
会

員
の
高
齢
化
は
あ
る
も
の

の
、
直
近
の
売
り
上
げ
は
、

順
調
に
推
移
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。

　
い
ず
れ
の
施
設
も
人
口

減
少
に
よ
り
経
営
は
厳
し

い
と
考
え
る
が
、
町
の
観

光
振
興
に
重
要
な
施
設
で

あ
り
、
で
き
る
限
り
支
援

す
る
。

令和5年度に解体した旧八森小学
校の解体費用は8970万円。
旧塙川小学校は今年度1億6320
万円を予算計上している。

●会場：役場２階　大会議室
※開会は10時からです。終了時間は議案数、
一般質問者数、進行等によるため未定です。
※議会では町民の生活に直結した重要な問題を
審議しています。どなたでも傍聴できますの
で、お気軽におこしください。また、団体で
の傍聴を希望する場合は議会事務局へご連絡
ください。
※決算特別委員会は傍聴できません。
　（問合せ先：議会事務局　７６－４６０７）

９月議会定例会お知らせ

　学校等再編検討委員会では、７月１日に藤
里町の「義務教育学校」と小坂町の「小中一
貫教育」を視察しました。
　表紙の写真は藤里町の義務教育学校です。

今月の表紙

９月　２日（水）

９月１０日（水）

９月１１日（木）

９月１２日（金）

９月　３日（水）
　～　９日（火）

本会議１日目　行政報告　議案審議ほか
町から議案の説明を受け審議します

決算特別委員会
令和６年度の町の決算を審査します

本会議２日目　一般質問
町の施策や課題について、議員が質問します

本会議３日目　一般質問　
※休会の場合あり　

決算特別委員会の審査報告、議案審議ほか

９月定例会では、令和６年度決算を審議します
　自治体である八峰町は、住民の皆さんへの住民サービスを提供するために税金や交付金などの予算を管理しています。
町の予算が、公正・効率的に使われているかを、町民の代表である監査委員と議員が審査します。

決算認定の流れ　税金や交付金などがどう使われたか

住民と議員から１名ずつ選出された監査委員
が、前年度のお金の出入りを審査。
町に審査報告書を提出。

決算特別委員会を設置し、監査委員からの審
査報告と町から提出された決算資料を審査。
必要に応じ町に付帯意見を提出。

７月～８月 ９月議会定例会

藤里町と小坂町の学校を視察

監査委員による決算審査 議会による審査

関係事業　学校等再編検討委員会
　「学校適正化検討委員会」の検討結果を受け、学校再編や校舎の適
正配置などを協議する委員会。議員のほか、学校・子ども園の保護者
など28名の委員で構成されている。
　令和６年12月定例会で、議員の「小中学校の統廃合についてどう
想定するか」という質問に対し、「小学校１校、中学校１校を維持し
たい」と町長から回答があった。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・
学校適正化検討委員会の答申（2024年11月）

１．早急に八森小学校と峰浜小学校の統合を視野に入れた学校再編計
画を作成し、学校再編を図っていくべきである。
２．学校再編に際しては、地域の特色を充分取り入れ、特色のある教
育の充実を図るとともに、幼保小中の連携を含めた八峰町の教育のあ
り方について検討していくべきである。
３．学校再編を検討する際には、将来的な児童生徒数や施設整備等を
総合的に考慮し、中学校を含めた校舎の配置や町全体の教育環境等を
検討していくべきである。小坂町立小学校の体育館




